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自然保護アピール

小笠原諸島におけるアカガシラカラスバトＣＯ/Z"776a/白ﾉ7坊ﾙ'7a〃だe'7′7ｓ

の島間移動
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１.小笠原自然文化研究所.〒100-2101東京都小笠原村父島宮之浜道

２.小笠原野生生物研究会.〒100-2101東京都小笠原村父島奥村

３.小笠原村母島在住

４.小笠原村父島在住

５.森林総合研究所･多摩試験地.〒206-0021多摩市連光3-45-3

はじめに

アカガシラカラスバトＣＯ/hzm6a広"功”〃jre"“は,カラスバトＣ〃"坊jhaの小笠原諸島固

有亜種である.本亜種は国の天然記念物(文化財保護法)および国内希少野生動植物種(種

の保存法)に指定され,レッドデータﾘｽﾄにおいて絶滅危慎IB類に分類されている(環境省

2002)．本亜種はこれまでに小笠原群島の豊島,弟島,兄島,父島,･母島,向島硫黄列島の

北硫黄島および南硫黄島で生息が確認されている(籾山1930,塚本1983,高野1998,

2002)．本亜種の個体数は,硫黄列島では情報不足のため推定されていないが,小笠原群島

では50個体以下と考えられており,小笠原諸島内で最も絶滅が危ぶまれる鳥類となっている

(高野2002)．本亜種はこれまで,島の一つ一つを保全の単位として,東京都などにより議論

および保護事業等が実施されてきた．

本亜種以外の日本産カラスバト類には伊豆諸島,九州周辺の島々，南西諸島などに生息す

る基亜種カラスバトｃノノ内"坊”と八重山諸島に生息する亜種ヨナクニカラスバトｃｊ

ｓｒａｊ？ag”がある(日本鳥学会2000)．これまでに確実な証拠はないが,これらの亜種では季

節により諸島内で島問を移動している可能性が指摘されている(原戸1998,岩l崎1998,金城

1998)．このような背景から,アカガシラカラスバトに関しても島間を季節的に移動している可能

性が考えられる.本亜種が島間を移動している場合,それぞれの島だけではなく,諸島全域を

対象とした,より広域な保全策が必要となる.そのため，島間移動の有無を確かめることは,本
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